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町田市街づくり条例検討モデル地区�
「南町田をつくる会」区域図�

町田街道�
町3・4・31

町
3・
2・
2の
2�

国
道
24
6号
線
�

町3・3・31�

国道16号線�

町3・3・36

町3・4・29

町
3・
4・
37 町谷原�

境
川
�

南町田駅�
東急田園都市線�

旧白州邸�

武相荘�

あとりえ・う�

衣料品店�

スーパー�

レストラン�

小田急線�

至町田� 至新宿�鶴川駅�

平和台入口バス停�

鶴川第二小前�
バス停�

スーパー�

鶴
川
街
道�

街づくりモデル地区（南町田地区）検討委

市
で
は
地
方
分
権
に
伴
い
一
方
的
に

な
り
が
ち
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
住

民
参
加
に
よ
る「
住
民
と
行
政
の
協
働
」

の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
総
合
的
な

街
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
課
題
の
一
つ

と
し
て
「
街
づ
く
り
条
例
」
の
制
定
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
０
０

１
年
度
か
ら
は
「
町
田
市
街
づ
く
り
条

例
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
２
０
０

３
年
４
月
の
「
街
づ
く
り
条
例
」
施
行

を
目
指
し
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
策
定
や
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
参
考
に
す
る
た
め
、
昨
年
秋
に

本
町
田
地
区
と
南
町
田
地
区
の
市
内
２

地
区
を
「
街
づ
く
り
モ
デ
ル
地
区
」
に

選
定
し
、地
区
住
民
の
皆
さ
ん
に「
自
分

た
ち
の
住
む
街
の
将
来
の
あ
り
方
」
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
そ
の
う

ち
南
町
田
地
区
の
「
南
町
田
を
つ
く
る

会
」
の
作
成
し
て
い
る
街
づ
く
り
構
想

の
中
間
報
告
で
す
。

〈
南
町
田
を
つ
く
る
会
中
間
報
告
「
南

町
田
地
区
の
街
づ
く
り
構
想
」〉

こ
の
会
は
昨
年
１２
月
に
発
足
し
、約

３０
人
の
住
民
の
方
に
よ
り
、
月
に
１
、

２
回
会
合
を
開
き
検
討
を
行
っ
て
い
ま

す
。発

足
後
し
ば
ら
く
は
、
都
市
計
画
や

街
づ
く
り
の
学
習
を
行
い
、
そ
の
後
３

つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
検
討
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
５
月
に
は
地
区
の
皆
さ

ん
に
呼
び
か
け
て
「
街
歩
き
」
を
開
催

し
、
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
次

の
よ
う
な
課
題
を
抽
出
し
ま
し
た
。

☆
１
グ
ル
ー
プ
「
く
ら
し
と
住
環
境
」

住
宅
、
工
場
、
中
高
層
建
築
物
、
農

地
な
ど
が
混
在
す
る
地
区
で
あ
り
、
将

来
の
街
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
さ
な
い

と
雑
然
と
し
た
街
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

☆
２
グ
ル
ー
プ
「
水
と
緑
」

境
川
や
社
寺
林
な
ど
の
資

源
は
あ
る
が
地
区
全
体
で
見

た
と
き
に
不
足
し
て
い
る
。

資
源
を
活
用
、
保
全
し
て
い

く
と
と
も
に
新
た
な
公
園
、

緑
地
が
必
要
で
は
な
い
か
。

☆
３
グ
ル
ー
プ「
道
路
・
交

通
」

都
市
計
画
道
路
２
路
線
の
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、既
存
の
道
路
は
狭

く
渋
滞
時
の
抜
け
道
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。
生
活
者
や
災
害
時
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
道
路
・
交
通
問
題
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

〈
報
告
会
を
行
い
ま
す
〉

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た

め
に
会
で
は
街
づ
く
り
の
目
標
、方
針
、

方
策
か
ら
な
る
「
南
町
田
地
区
の
街
づ

く
り
構
想
」
を
立
案
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
直
接
会

場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
会
で
は
今
回
、
近
隣
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
伺
っ
て
、
さ
ら
に
検
討
を

行
い
、
本
年
度
末
に
再
度
報
告
会
を
開

催
し
た
う
え
で
、
市
長
に
提
案
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
日
時

１１
月
１１
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時
３０
分

○
対
象

左
図
の
区
域
内
に
お
住
ま
い

の
方
、
ま
た
は
関
係
の
あ
る
方

○
会
場

南
市
民
セ
ン
タ
ー

○
定
員

１
０
０
人
程
度
（
先
着
順
）

�問
都
市
計
画
課
�
７
２
４
・
２
５
３
８

臨
時
議
会
及
び
特
別
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
開
会
時
間
は

午
前
１０
時
で
す
。
な
お
、
会
議
の
日
程
・
時
間
等
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
議
会
事
務
局
（
５
階
）
で
傍

聴
券
を
受
け
取
っ
て
か
ら
入
室
し
て
下
さ
い
。

☆
期
日

１１
月
１６
日
（
金
）

☆
内
容

町
田
市
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
「
行
財
政
改
革
に

つ
い
て
」

☆
会
場

５
階
・
第
一
委
員
会
室

�問
議
会
事
務
局
�
７
２
４
・
２
５
５
０

市議会のうごき

《
畦
地
梅
太
郎
氏

ア

ト

リ

エ

》

版
画
家
の
畦
地
梅
太
郎
氏
の
生
誕
１

０
０
年
を
記
念
し
て
自
宅
敷
地
内
の
ア

ト
リ
エ
を
一
部
改
良
し
、「
あ
と
り
え

・
う
」
と
し
て
今
年
開
館
し
ま
し
た
。

畦
地
氏
は
１
９
７
６
年
こ
こ
に
自
宅

兼
ア
ト
リ
エ
を
構
え
、
そ
の
作
品
を
制

作
し
ま
し
た
。
１
９
８
３
年
に
は
町
田

市
に
そ
の
作
品
を
寄
贈
。
ま
た
鶴
川
市

民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の
緞
帳
の
原
画
を

作
成
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。「
あ
と
り

え
・
う
」
で
は
、
版
画
の
ほ
か
資
料
や

道
具
な
ど
も
展
示
、
作
品
の
ほ
か
カ
レ

ン
ダ
ー
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

○
開
館
日
時

毎
週
木
〜
日
曜
日
午
前

１１
時
〜
午
後
４
時

○
休
館
日

月
〜
水
曜
日

○
交
通

小
田
急
線
鶴
川
駅
か
ら
徒
歩

８
分
ま
た
は
鶴
川
駅
か
ら
１１
番
・
１２
番

系
統
バ
ス
で
鶴
川
第
二
小
学
校
前
ま
た

は
鶴
川
一
丁
目
下
車

�問
「
あ
と
り
え
・
う
」
〒
１９５
―
０
０
６

１
、
鶴
川
１
―
１３
―
１２
�
７
３
４
・
８

５
８
６

※
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
で
は
、

畦
地
梅
太
郎
展
「
山
の
よ
ろ
こ
び
」（
１１

月
２５
日
ま
で
）
を
開
催
中
で
す
。

１
９
９
８
年
に
、
町
田
市
で
初

め
て
の
名
誉
市
民
と
し
て
顕
彰
さ

れ
た
随
筆
家
の
白
洲
正
子
氏
の
自

宅
と
版
画
家
の
畦
地
梅
太
郎
氏
の

ア
ト
リ
エ
な
ど
が
今
年
か
ら
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
箇
所
と
も
鶴
川
に
あ
り
、
隣

接
し
て
い
ま
す
（
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

秋
の
散
策
を
鶴
川
駅
か
ら
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

《
白
洲
正
子
邸
》

白
洲
正
子
さ
ん
が
１
９
４
３
年
都
内

か
ら
夫
の
次
郎
氏
（
実
業
家
）
と
共
に

能
ヶ
谷
町
に
居
を
移
し
、
１
９
９
８
年

に
没
す
る
ま
で
過
ご
し
た
緑
に
囲
ま
れ

た
趣
の
あ
る
茅
葺
き
の
邸
宅
で
す
。

ぶ
あ
い
そ
う

「
武
相
荘
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
建

物
に
は
、
著
名
な
作
家
や
文
化
人
な
ど

も
訪
れ
、
数
々
の
名
随
筆
も
こ
こ
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
生
前
愛
し
た
骨
董
や
書

斎
な
ど
も
見
学
で
き
、
ま
た
、
小
物
な

ど
の
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

○
休
館
日

月
・
火
曜
日
（
祝
日
・
振

替
休
日
は
開
館
）・
１２
月
２５
日
〜
翌
年

１
月
８
日
（
予
定
）

○
入
館
料

１
０
０
０
円

※
小
学
生
以
下
は
入
館
で
き
ま
せ
ん

○
交
通

小
田
急
線
鶴
川
駅
徒
歩
１５
分

ま
た
は
鶴
川
駅
か
ら
１３
番
・
２６
番
系
統

バ
ス
で
「
平
和
台
入
口
」
下
車
１
分

�問
旧
白
州
邸
「
武
相
荘
」
〒
１９５
―
０
０

５
３
、
能
ヶ
谷
町
１
２
８
４
番
地
�
７

３
５
・
５
７
３
２

制作に愛用した道具類

本
日
は
、新
聞
に
広
報
ま
ち
だ
第
２
部「
Ｉ
Ｔ
特
集
号
」

が
折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い

「あとりえ・う」の入口 「武相荘」の入口

落ち着いたたたずまいの白洲邸

本紙は古紙配合率１００％・白色度７０％再生紙を使用しています。ごみの減量と資源化にご協力を

人口 ３８４，５３５人
男 １９１，２８４人
女 １９３，２５１人
（前月より２９７人増）

世帯 １５３，１１５世帯
（前月より２２４世帯増）
（１３年１０月１日現在）

人
口
と
世
帯

「
南
町
田
を
つ
く
る
会
」

街
づ
く
り
構
想
の
中
間
報
告

自分達の住む街を考えよう
街づくりモデル地区

名誉市民

故

白

洲

正

子

邸

故
畦
地
梅
太
郎
ア
ト
リ
エ
一
般
公
開
し
て
い
ま
す

１１／１２００１年
（平成１３年）

第１３０７号


